
令和 3(2021)年度の教育活動等に関する学校評価 

教育目標：1)保育内容の 充実、2)大学・地域との連携、3)幼稚園運営の強化                 九州女子大学附属折尾幼稚園 

№ 基本目標 [業務事業] 具体的施策 今年度の取組に対する自己評価 学校関係者の評価 

1 

保育内容の充実 

[保育のスキルの向上] 

様々なテーマに合致する園内研修

の実施 

園内研修では、春期休暇中・夏期休暇中に折尾幼稚園
職員での研修会や附属幼稚園 3園合同研修会を行い、
自分自身を振り返り、日頃の保育へ活かせるように学
びを深めた。また、個人的にも保育終了後にリモート
で研修会に参加した。みんなで共通理解し、園全体で
の質の向上を図るように努めた。 

コロナ禍での生活で大変な中、先

生の仰っていることを子どもたち

はしっかりと理解しており発達を

含めた社会的理解ができている。 

2 

[体験型保育の充実] 

園の特色を生かした教育課程の編

成 

 

 

新型コロナウイルスが蔓延する中だったが、今できる
事を考えて、年間を通しての野菜や花の栽培や家庭で
は経験できないボディペインティングなども実施し
た。広い園庭では、子どもたちが伸び伸びと身体を動
かして遊び、冬の風物詩であるマラソンを行う中で持
久力や忍耐力を養う事が出来てきた。 

遊びの中で、マラソンや芋ほりな

どの行事を楽しみにしている。先

生と向き合い、聞くということが

反映されていると思う。また、川

遊びなどの取り組みは評価してい

る 

3 

 

 

 

 

 

大学・地域との連携 

[地域の福祉施設等との連携] 

園行事への参加、および地域団体と

の交流の促進 

 

 

老人介護施設への慰問交流は、今年度もコロナより感
染症により見送ることとなった。勤労感謝の日は、近
隣の消防署・警察署・東筑高校・折尾駅に訪問し、感
謝の気持ちを伝えて手作りのプレゼントをお渡しし
た。行事を通して地域の信頼と理解を深め、開かれた
幼稚園になるよう努めてきた。 

老人介護施設への訪問は、祖父母が遠方

にいるので、親としては老人を敬う楽し

みにしていた行事だったので、コロナの

為なくなり残念だった。勤労感謝の日の

手作りプレゼントを持っての訪問は、子

どもたちの職業についての養成となっ

ていると思う。 

4 

[大学・地域のイベント等への参加] 

大学・地域のイベント等への参加に

よる幼稚園の理解促進 

 

地域のイベントでもある「折尾まつり」が中止で参加
できなかった。折尾駅の七夕祭りの笹飾りでは、短冊
に願いを書いて飾って頂いた。学生との交流では、九
州女子大学の学生さんによる音楽表現を観覧し、共立
大学生とのラグビー体験やテニス教室などで交流を
持つことができた。 

コロナ禍で地域のお祭りが中止に

なり残念だった。しかし、披露す

る演技を運動会で隊形移動をいれ

て行っていたことを知り、嬉しく

思った。 

5 

[大学教員との連携] 

大学教員との連携・協働による教員

の質の向上 

大学教員と連携した正課教室の開催を行い、専門的知
識を学び、子どもたちの様子を見守りながら感じたこ
とを心にとめ、更なる保育の質の向上に努めた。 
 

保護者の間でも、正課教室は評判が

良い。附属幼稚園ならではだと思

う。 



 

6 

 

[学生との連携] 

学生企画のイベント等への参加、お

よび学生とのコラボ企画による園

のアピール 

 

造形教室では、洗濯ばさみや風船をたくさん使って身

体を動かし、子どもたちが喜んで参加する姿を見なが

ら、知的好奇心の学びへと繋がっていく様子が間近で

みられた。その時の様子を、ホームページに載せ、保

護者や外部の方々に附属幼稚園の強みでもある、学生

との連携をアピールした。 

学生さんの出入りが多く、子ども

たちも、お別れの日を悲しんだり、

情緒も学んでいる。 

7 

 

 

 

 

 

 

幼稚園運営の強化 

[未就園児教室の充実] 

プログラムの提供、園行事への参加

促進、ならびにクラス見学等への実

施 

 

月 2 日を設定し、都合の良い日を選んでもらう事によ
り、人数が分散されていた。月によっては 30 名超え
る時もあったが、換気・消毒をしっかりと行った。 

今年度は、わらべ歌を最初に行って保護者とお子さん
で向かい合って楽しむ時間を作った。年中組運動会で
行ったパラバルーンを披露した。クラス見学などはこ
のような時期なので行わなかった。 

小さなことがきっかけとなるの

で、第一印象が大切であると思う。 

8 

[ホームページ等による広報活動の

推進] 

ネット社会を活用した情報発信に

より、保護者の関心を生み出し未就

園児教室に参加を促し、信頼関係を

構築し入園に繋げる。 

ホームページを見て、未就園児教室や幼稚園入園を決
めたと聞き、保護者や外部の方たちに好評だった。ま
た在園児には、毎月のお誕生会には職員からの出し物
を YouTube 配信して、幼稚園を身近に感じてもらえる
ように行ってきた。外部の方へは、ホームページのお
知らせ欄に幼稚園の様子などを掲載して「行ってみた
いな」と思えるように定期的に記載していった。 

生活発表会の動画を配信されたの

は、良かった。 

9 

[幼小連携プログラムの策定] 

幼小連携を強化し、幼稚園の存在を

アピール 

今年度も、新型コロナウイルス感染症の影響により、小

学校見学や幼稚園訪問などの、小学校との連携が出来な

かった。小学校との連絡会へ参加し、スムーズな小学校

入学へと繋げていきたい。 

小学校への入学準備として、コロ

ナ禍で難しいでしょうが、学校の

雰囲気だけでもわかるようにして

いただけたらと思います。 

 


